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令和２年度第３回宇都宮市交通安全審議会会議録 

 

１ 日 時  令和３年３月２５日（木）午後２時３０分から午後３時まで 

２ 場 所  宇都宮市役所 １４Ａ会議室 

３ 出 席 者   平松委員，今野委員，成島委員，小平委員，岡本委員，古池委員， 

大野委員，大塚委員，加藤委員，小池上委員，松川委員（代理小池氏）， 

谷委員（代理原田氏），髙橋委員（代理中村氏） 

オブザーバー  青木宇都宮中央警察署交通総務課長 

細谷宇都宮東警察署交通総務課長 

家島宇都宮南警察署交通課長 

事 務 局  小関市民まちづくり部長，神谷市民まちづくり部副参事，會澤市民まちづくり 

部副参事，荻原生活安心課長，大嶋生活安心課長補佐，小林生活安心課主査，

髙久生活安心課防犯・交通安全グループ係長，前沢生活安心課防犯・交通安全

グループ総括，青野生活安心課防犯・交通安全グループ主任，杉山生活安心課

防犯・交通安全グループ主事 

        技術監理課職員１名，道路建設課職員１名，学校健康課職員１名 

４ 公開・非公開の別  公開 

５ 傍 聴 者 数  ０名 

６ 報 告 事 項  （１）「第１１次宇都宮市交通安全計画」（素案）に関するパブリックコメント

について 

          （２）「第１１次宇都宮市交通安全計画」の目標値設定について 

７ 議 事  「第１１次宇都宮市交通安全計画」に関する答申（案）について 

 

１ 開  会（午後２時３０分） 

２ 報告事項 

（１）「第１１次宇都宮市交通安全計画」（素案）に関するパブリックコメントについて【別添資

料１参照】 

・事務局から資料に基づき，「第１１次交通安全計画」（素案）に関するパブリックコメン

トの結果について説明 

（２）「第１１次宇都宮市交通安全計画」の目標値設定について【別添資料２参照】 

・事務局から資料に基づき，「第１１次交通安全計画」の目標値の変更等について説明 

 

会  長  パブリックコメントの意見はすでに計画の中に盛り込んでいるといった説明をいただい

たが，委員からパブリックコメントやそれに対する市の考え方について意見はあるか。 

各 委 員  （意見なし） 

会  長  目標値設定については，令和２年の実績を基に目標値を再計算したとの説明をいただい

た。 

再計算の結果，交通事故の発生件数と高齢者の関係する交通事故発生件数の目標値は減

少したが，自転車が関係する交通事故発生件数の目標値は増加したとのことである。 

Ａ 委 員  令和２年においては新型コロナウイルス感染症拡大防止のための外出自粛などの影響で，

交通事故発生件数が全国的に減少していると思われるが，その実績を目標値の計算に組み

込んで妥当な目標値となるのか，市の考え方を伺う。 

事 務 局  目標値の設定については，市においても令和２年の実績を目標値の計算に組み込むかど

うか検討したところである。現行計画期間中の単年ごとの減少率を比較すると，令和元年



 - 2 -

から令和２年の減少率よりも平成２８年から平成２９年の減少率が大きいことなどを勘

案し，令和２年の交通事故発生件数がそれほど特異的なものではないと判断したところで

ある。挑戦的な目標値となっているが，達成できるよう取り組んでいく。 

会  長  新型コロナウイルス感染症の影響は令和２年だけでなく，令和３年以降も影響するもの

と考えられることから，目標値設定に令和２年の実績を踏まえることは妥当であると思う。 

交通事故発生件数の減少だけでなく，自転車が関係する交通事故発生件数が増加してい

ることについても，新型コロナウイルス感染症の影響で，公共交通から自転車へ交通手段

を転換したことによるものではないかとも考えられる。こうした傾向は今後も続くと考え

られるため，令和２年の実績も目標値の設定に組み込むべきと考えている。 

 

３ 議  事 

 「第１１次宇都宮市交通安全計画」に関する答申（案）について【別添資料３参照】 

 ・事務局から資料に基づき，「第１１次宇都宮市交通安全計画」に関する答申（案）について説

明 

 

会  長  過去に信号機のない横断歩道における車両の一時停止の調査において，栃木県は一時停

止率０．９％で全国ワースト１位であった。県警と県交通安全協会で啓発動画を作成する

など対策を講じており，令和元年は２９位と改善した。令和２年の調査では順位は若干下

がったものの，一時停止率は１４．２％と向上している。横断歩道における一時停止の周

知啓発は，今後も歩行者の安全確保のために必要な取組であると考えている。県や県警の

役割かもしれないが，市はどのように取り組んでいくのか。 

事 務 局  市においても，横断歩道における歩行者の安全確保は重要であると考えている。第１１

次宇都宮市交通安全計画では，施策の柱Ⅰ（５）「交通安全広報啓発活動の推進」におい

て「歩行者等への保護意識に関する啓発」という取組を位置づけ，信号機のない横断歩道

における自動車等の一時停止の徹底について，警察等と連携を図りながら広報啓発に取り

組んでいくこととしている。 
会  長  その他，答申（案）について各委員から意見はあるか。 

各 委 員  （意見なし） 

会  長  意見がないようなので，事務局から説明のあった答申（案）で後日大野副会長と答申す

るということでよろしいか。 

各 委 員   異議なし 

 

 ４ そ の 他 

会  長  その他，今後のスケジュールなど，事務局から説明をお願いする。 

事 務 局  本日ご審議及びご承認いただいた答申の内容については，３月３０日（火）に古池会長

と大野副会長から宇都宮市長へ答申していただく。 

      また，第１１次宇都宮市交通安全計画の策定については，国の交通安全基本計画，県の

交通安全計画の策定の後，令和３年６月ごろに決定及び公表の予定である。 

会  長  本日が令和２年度最後の交通安全審議会であるが，各委員から何か意見等はあるか。 

各 委 員  （意見なし） 

会  長  意見がないようなので審議を終了とする。 

 

 ５ 閉 会（午後３時） 

     ・ 閉会にあたり，宇都宮市市民まちづくり部長よりあいさつ 


